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P − 55　　　 GH3 細胞の細胞 レ ベ ル で の プ ロ ラ クチ

ン 分泌能に及 ぼ すア クチ ビ ン の 影響

P − 56　　　 Chemoklne の ラ ッ ト下垂体前葉ホ ル

モ ン分泌 に及ぼす影響
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【目的】ア ク チ ビ ン は ト
’
弔体か らの 各種ホ ル モ ン 分泌

能を調節す る 叮能性が 報告され て い る が
， その メ カ

ニ ズ ム は k だ不明で あ る ．今回我々 は ド垂体細胞 へ

の ア クチ ビ ン の 作川 を明 らか に する 目的 と して
，

ラ ッ 1・下 亜体腺腫由来の 細胞であるGH3 細胞 を川 い

細胞免疫プ ロ ッ ト法に よ り細胞 レ ベ ル で の プ ロ ラ ク

チ ン （PRL ）分泌 能 に 対
．
す る ア ク チ ビ ン の 影響 を検討

した．【ノ∫法】HAM 　F−　IO （HS　i5％ ，　 FCS 　2、5％ 〉を培

養液 として GH3 細胞に ア クチ ビ ン A （O
−−10nM ） を

添加後，24 時闇培養 し無lhL清 の 環境 で 細 胞 免疫 プ

ロ ッ ト法 に用 い た．細胞免疫プ ロ ッ ト法で の培養時

問は 2時間 で あ っ た ． ト ラ ン ス フ ァ
ー

メ ン ブ レ ン ヒ

の プ ロ ッ トの解析 に は NIH 　lmage に よ る コ ン ピ ュ
ー

タ画像処理 を行 っ た．また統計学的検討に は One−

way 　factorial　ANOVA な ら び に Unpaired　t−testを用 い

た，【結果】解析 を行 っ た総 プ ロ ッ ト数は 13，442個で

あ っ た．GH3 細胞に添加す る ア ク チ ビ ン A の 量（O 〜

10nM ♪が 増加す る に した が い
，
　 PRL を分泌 して い る

細胞数の 割合は コ ン トロ
ール （36．】± 2．9blotsfmm2）

に対 して 用 軍依存性に 15％ （5．3 ± LIblots／mm ！

）ま

で有意に減少 した （pく0．OOOI）．一一
方，　 PRL 分泌能 を

持つ GH3 細胞の 1個あた りの平均PRL 分泌 羅：は コ ン

トロ ー
ル （58．3 ± 40、4 × 109　ID）に 対 して 川 壁依存性

に 44％ （25，6 ± 2L2 × 1041D）ま で 有意 に減少 した

（p＜0，000D ．【結 1論】ア ク チ ビ ン A は GH3 細胞 に お い

て ヒ清中の 総PRL 分泌
．
昂：を用量依存性に抑制する こ

とが 分 か っ て い た が，今回細胞免疫 プ ロ ッ ト法を用

い る こ と で ，  ．PRL を分泌す る細胞数の 割含が コ ン

トロ
ー

ル に対 して 15．Cl
。 まで 減少する こ と

， さらに 

細胞 1個あた りの PRL 分泌 吊も平均で 44％ まで 1氏 h
．

す る こ との 2点に依る こ とが示 された．

［目的］近年免疫系と内分泌系の 関連が注 目され、

種々の サイトカインが視床下部下垂体系に作用 し、

ホ ル モ ン 分 泌を調節する事が報告され て い る 。 我

々はL −1や IL−6が 下垂体 ホル モ ン の 分泌 を促進す

る こ とを報告 して きた 。今 回、我々 はChemokinc

の
一

つ で あ る CINC （Cytokine　bduced 　Neutrophil

Chemoattractant）の ラ ッ ト下垂体 前葉細胞の ホ ル モ

ン 分泌にお ける影響 につ い て 検討 した 。 ［方法 ］

雌Wister　rat
’
ド垂体 前葉細胞 を初代培養し、5〜7 日

目に実験に 供した 。   下垂体前葉細胞か ら培養液

中に分泌 され るCINC の 濃度を経時的に ELISAに よ

り測定した 。   下垂体前葉細胞 および GH3細胞 の

培養液中に5〜100ng！ml の CINC を添加し、3〜24時

間培養後 に培養液 中の PRL ，　GH ，LH ，　FSH をRIA に

よ り測定し た 。   下 垂 体前葉細 胞培養 液中に 、 百

日咳毒素（IAP＞をIOOng！ml 添加 し、3時間培 養後 に 5

〜100ng／ml の CINC を添加 し、24時間培養後に培養

液中 の PRL ，　GH ，　LH ，　FSH を RIA に よ り測定 し 、

IAP非添加群 と比較した 。 ［成績 ユ  ラ ッ ト正常

下垂体前葉細胞の培養液中に CINCが検出され、時

間依存的 に分泌増加 を認め、24時間培養液 中で 約

0．3ng！ml に達 した。また、免疫組 織化学的検索に

より抗CINC抗体で 染色 され る下垂体前葉細胞群を

認 め た。  CINC は、時間及び濃度依存的に ラ ッ ト

下垂体前葉細胞 か らの PRL ，　GH 分 泌 を促進させ、

LH
，
FSH 分 泌 を 抑制 した 。   IAI般 与 は CINC の ラ ッ

ト正常下垂 体細胞に及ぼす ホ ル モ ン分 泌促進作 用

に拮抗 した 。　［結論］CINC は 、 ラ ッ ト正常下垂 体

細胞 か ら分泌 さ れ 、G 蛋 白を介 して下垂体 ホ ル モ

ン分泌の 調節に関与して い る可能性が示唆 された 。
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